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１．はじめに

名古屋工業大学では、実験室等の危険性が外部か

ら分かるようにするために、実験室の出入口扉にピ

クトサインの表示を推進してきた。ところが、2011
年より表示を開始して以来 13 年が経過し、この間

に教員の退職等による研究室の入れ替えや建物の

大規模改修工事実施等の要因により、安全管理室で

把握している状況より大きく変動していることが

判明した。また特に研究棟においては、火災や大規

模災害が発生した際には、建物内の各フロア単位で

の危険要因を迅速に確認する必要があることから、

非常時に備えた対応が必要となる。

このため、学内研究棟において現地実態調査を行

い、ピクトサイン設置に関するデータベース（以下、

DB）の更新を行うとともに、御器所・多治見の各キ

ャンパスでの危険要因を有する研究棟のハザード

マップの作成を行ったので、作成までの過程につい

て報告する。

２．ピクトサイン表示実施の経緯

ピクトサイン表示を行うようになった経緯は、

2011 年度での安全衛生委員会での取り組みに挙げ

られたことによるものである。特に危険要因の高い

高磁場装置や毒性ガス、可燃性ガス、有機溶剤、特

化物等が実験室内にあることが外側から判るよう

にすることが主な狙いであった。配付方法は、学内

ポータル業務掲示板上で周知を行い、表示を希望す

る教員等に表１に示す申請書に必要事項を記入さ

せた上で安全管理室に提出させるものである。安全

管理室は申請書の受付後に DB へ配付状況を入力後、

希望のピクトサインを学内便で教員等に送付した。

３．ピクトサインの種類

配付するピクトサインは、強磁場あり、レーザー

機器、可燃性ガス、毒性ガス、火薬類、特殊高圧ガ

ス、禁水、危険物、特定化学物質取扱作業場、有機

溶剤の第 1～3 種および関係者以外立入禁止の計 13
種類である。これらのピクトサインを、実験室等の

表１ ピクトサイン申請書（2024年度改訂版）の一例

提出先：安全管理室 記入者名 責任者：

ピクトサイン申請書
連絡先
（内線）

内線番号:

E-Mail:

※部屋ごとに必要なピクトサインに「○」を付けてください。 ※レーザー機器のピクトサインを表示の際には、シールにクラスをご記入の上表示願います。

※すでに何らかの表示がされているものについては、記入例のように「表示済み」としてください。

※「特定化学物質」と「関係者以外立入禁止」はセットで掲示してください。
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扉外側に貼り付けて表示させることで、万一実験室

内で火災が発生した場合には、室内での危険性を外

側から判断することが可能となる。なお、関係者以

外立入禁止のピクトサインは、特定化学物質取扱作

業場とセットで表示させることを想定して作成し

た。図１にピクトサインの一例を示す。

４．各建物におけるハザードマップ作成

４.１ ピクトサイン設置現地実態調査の実施

ピクトサイン表示を開始してきてから、約 13 年

間にわたり DB の更新を随時行ってきたが、2022 年

度に御器所キャンパスの大規模建物である１号館

でリニューアル工事が行われた。これにより実験室

のレイアウトが大幅に変更されたとともに、一部の

フロアで研究室の入れ換えや実験装置の導入等に

より、ピクトサイン表示実態が大幅に変化すること

になった。これと併せ１号館以外の建物についても、

2024 年度に現地実態調査を実施したところ、教員の

退職等により、先の把握内容から表示実態が変化し

ていた建物が一部で見られた。今回の現地実態調査

を行ったことにより、実態に即した DB に更新する

ことができた。また今回の作業と併せて、レーザー

装置のクラスや有機溶剤の種別に関する情報も可

能な限り収集を行い、DB 上に反映させた。

４.２ DB からのハザードマップ作成作業

昨年度に本学防災・防犯部会長から実験室のある

建物のハザードマップ作成に関しての提案を頂き、

安全管理室で検討を行ったところ、DB を基とした

危険要因に関する情報を、建物の平面図に落とし込

んでいけばよいのではないかと考えた。そこで、4.1
で説明した現地実態調査を反映させた DB に加えて、

エックス線発生装置や遺伝子組換え実験施設の情

報も加味し、学内の危険要因のある研究棟を対象に

して危険要因を基にしたハザードマップ作成を行

った。図２に作成した建物ハザードマップ例の抜粋

版を示す。作成にあたっては、GHS 表示等を活用し

た上で、百貨店等の売り場案内図をヒントに、建物

各フロア平面で上下の位置関係が判るよう工夫し

た。大学で公開されている平面図を活用し、室番号

以外の室名や面積等の直接関係ない情報は極力削

除し、危険要因のある室番号を通常の室番号より大

きなフォントとして、判別しやすいようにした。

５．まとめ

今回作成したハザードマップは、大学内で火災や

大規模災害の発生等の有事により危機管理対策本

部設置の際には、災害発建物での危険要因の迅速な

把握、および消防等へ情報提供を行う上で大変有益

な情報として活用できることが見込まれる。また、

防災訓練における避難訓練実施時のシナリオ作成

等にも役立てられるのではないかと思われる。今後

も引き続き、信憑性のある DB とハザードマップを

維持できるよう尽力していきたい。
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図１ ピクトサインの一例

図２ 建物ハザードマップ例（一部階のみ抜粋）


